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MS&ADグループは、デジタル技
術を活用しながら社会課題を解決
し、顧客体験価値の向上を図る「CSV

× DX戦略」を掲げ、新たなソリュー
ションの創造と事業機会の創出に取
り組んでいる。この戦略のさらなる
推進を目指して、グループ事業会社
各社が保有するデータを共有し活用
すべく、グループデータ連携基盤が
開発されることとなった。
グループにおいては、持株会社傘
下に損害保険、生命保険、リスクマ
ネジメントなどを手掛ける事業会社

が連なるが、法規制により各社
間のデータ授受手続きが煩雑で
あったり、どこにどのような情
報があるかが明確化されていな
かったりするという課題があっ
た。一方、開発にあたっては、
各社それぞれがこれまでも行っ
てきたデータ活用に係る投資や
蓄積を無駄にすることは避ける
必要があった。
このようなお客様の状況や目
的に合うソリューションとして、
我々は最先端のデータ仮想化技術を
用いた連携を提案した。

一般的に、グループ会社等におい
てデータ統合を行う場合はデータ

ウェアハウスを用いて物理的
に統合するケースが多い。近
年は仮想化技術を用いて、分
散したデータの連携をはかる
データファブリックが注目さ
れているが、日本ではまだ導
入例が少ない。その中で、我々
はいくつかの事例を手がけて
きた実績があり、ノウハウや
知見を蓄積してきていた。
グループ各社がそれぞれに
保有するデータについて、法
律に則り個人が識別できない

MS&AD インシュアランスグループホールディングスは、グループ各社が持つデータをシームレスに共有する「グループ
データ連携基盤」を開発した。NTT データは、最先端の仮想化技術により迅速・低コストでの基盤開発を実現すると共に、
今後のデータ利活用に向け、お客様と共に歩んでいる。

5 グループデータ連携基盤

最先端の仮想化技術により、グループ横断の
データ利活用・ソリューション開発を支援
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図１　グループデータ連携基盤システム全体像
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ように仮名加工情報化し、データ仮
想化基盤「denodo」を用いて論理
的にデータを統合することとした。
各社のデータ格納場所から物理的
にデータを移管する必要がないた
め、リアルタイムでのデータ連携が
可能となるとともに、データをグ
ループ全体で管理することで、デー
タガバナンスの強化にもつながる。

NTTデータとしても、近年はシ
ステム構築に留まらない、お客様の
デジタルによる事業変革サポート支
援に取り組んでおり、今回の案件に
は、構想段階でのワークショップか
ら積極的に参画させていただいた。
いくつかの事業会社とは、基幹シ
ステムや代理店システムの構築・運
用で長年に渡っての関係性を築いて
きており、そのロングターム・リレー
ションシップを活かすと共に、グルー
プのシステム子会社の方々とも連携
をしながら開発を行っていった。
留意すべきは、各社のデータをど
のようにつなぐか、基盤にかかる負
荷をどのように制御するかという部
分のみ。物理的な統合においては UI

知度を高めるための発信、理解して
もらうための習熟、利用を促進する
ための拡充という、総合的なアプロー
チが欠かせない。
そこで、まずはメインユーザーと
なる事業会社のデータ活用に携わる
方々に、システムの意義や内容を
知っていただくためにコンセプト
ムービーを作成し、配信してきた。
さらに、実際にシステムを触って
いただくことが必要と考え、ハンズ
オンセミナーを 4 ─ 5月に開催し、
多くの方々にご参加いただき、理解
を深めていただいたところだ。
今後は、実際に使ってみたところ
からのアイデアを共有したり、ユー
スケースを考えたりするような機会
を設けていく。
安全にスピーディーにデータを共
有できる基盤によって、グループシ
ナジーが発揮される新たなソリュー
ションの創造や既存ソリューション
の高度化の実現をサポートしていき
たいと考えている。

からデータそのものの整合性、オン
ラインシステムの整合性など幅広く
確認していかなければならないのと
比較すると、実は技術的な難度はさ
ほど高いものではなかった。
むしろ、基盤を構築した後に、ど
のように使っていただくのか、どの
ようなユースケースにつながるのか
などを想定し、そのために使いやす
い仕組み、誰もが簡単に安全に利用
できる仕組みとしていくことに重き
を置いていた。

データ連携基盤は
出来上がったが、こ
こが新たなスタート
であると捉えている。
グループ各社のひと
りひとりがデータ利
活用に取り組むよう
になるためには、認
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図２　データ利活用促進支援スキーム

NTTデータには、検討
初期に実施したグループ
各社のデータ分析者との
ワークショップの企画・
運営を依頼し、当社グ
ループの課題感や風土等
を理解したうえで、開発
に着手いただきました。
そのため、持株会社およ
び事業会社6社というステークホルダーの多い開発にも関わらず、スムーズに
プロジェクトを進めることができました。また、システム開発に留まらず、全
社員向けコンセプトムービーの作成や、リリース後の利用者向けハンズオン研
修の企画・実施等、本システムの利用促進と成果の創出までトータルにサポー
トいただいており、システム開発だけでなく、当社グループと共に作り、共に
歩むという姿勢を実感しています。
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